
ポスト・コロナの
国際社会に生きる

ポスト・コロナの
国際社会に生きる

問合せ先 富山国際大学
〒930-1292 富山県富山市東黒牧65-1
TEL  076-483-8002(教務課直通)
MAIL  hk-kyoumu@tuins.ac.jp

http://www.consortium-toyama.jp/
student_global.html

11月28日(土) 9：00～14：40

プログラム

9:00～ 9:50 報告① ラズバハク・ホシナさん 大高建設フロンティア事業部

10:00～11:00 ワークショップ 「コロナと異文化共生」 マーク・フランク 富山国際大学准教授

11:10～12:00 報告② 小嶋 淳史さん 国際協力機構（JICA）北陸センター

12:40～13:30 学生の留学・インターンシップ体験報告（3～4人、計30分）

学生報告者を中心とするディスカッション（20分）
13:40～14:30 報告③ 田原 徳容さん 読売新聞アジア総局長

14:30～14:40 ま と め 渡部 恵子 富山国際大学教授・国際交流センター長

12:00～12:40 昼食・休憩

国際化の進展を背景に急速に感染拡大した新型コロナウィルス。国境を越えた移動が制限される中
で、私たちは国際社会に何を求め、何ができるのかを学生の視点で探ります。
また、世界を舞台に働く社会人に、ポスト・コロナ時代の新たな仕事の環境について語ってもらい、

変化する国際社会への理解を深め、海外報道などから題材を選んだ日英２か国語のワークショップ
(クイズ・グループワーク等)を通じ、国際社会を俯瞰的に捉える思考を磨くことを目指します。

申込みは
「大学コンソーシアム富山」のホームページから↓→

受講料:無料
定員:学生30名

締切り:11月13日(金)

Zoom
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